
      

法⼈における⽣成AIマーケットの現状と
利活⽤の加速に向けて
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登壇者の紹介

4

株式会社ギブリー 取締役 ｜OperationDX部⾨管掌役員

⼭川 雄志 Yushi Yamakawa

@UCyy

2006年中央⼤学在学中に起業し、広告事業、採⽤⽀援事業を展開。
2008年同⼤学を卒業。
2009年株式会社ギブリー創業、取締役に就任。
創業後は⼀貫して新規事業創出を担い、現在展開されている各事業のベースとなる
事業開発、セールス組織⽴ち上げ、採⽤業務等を担う。
2018年に業務⾃動化チャットボットの「PEP」をリリース。
⾃⾝でも200社以上の業務⾃動化を⽀援。
2023年4⽉、法⼈向けのChatGPT活⽤プラットフォーム「法⼈GAI」、
⾏政向けの「⾏政GAI」をリリース。
同年6⽉「⼀般社団法⼈ジェネレーティブAI協会GAIA」の理事に就任。
同年8⽉「⼀般社団法⼈⽣成AI普及協会GUGA」の協議員に就任。
企業のGenerativeAI戦略⽀援（GAIアドバイザリー）を数多く⼿掛ける。
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HRテック事業
マーケティングDX 事業
オペレーションDX 事業

会社概要

 株式会社ギブリー (Givery, Inc.)
 2009年4⽉28⽇
 10,000,000円

株式会社ギブリー ( Givery, inc. )
〒150-0036  東京都渋⾕区南平台町15-13 帝都渋⾕ビル8F

Growth for the Future

社 名 
設 ⽴
資本⾦

役 員

事業内容

グループ会社 株式会社Resola

決算期
従業員数

3⽉
連結160名 / 単体130名
※2023年4⽉現在

代表取締役社⻑ ： 井⼿ ⾼志
取締役CTO ： 池⽥ 秀⾏
取締役 ： 奥⽥ 栄司
取締役 ： 新⽥ 章太
取締役 ： ⼭川 雄志
社外取締役 ： 中俣 博之 
社外取締役 ： 新井 悠介
監査役 ： 川下 勝也
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Vision∕Missionのご紹介

世界で最も必要とされる
テクノロジー企業群をつくり、
デジタル⼤国として⽇本を再⽣させる

すべての⼈が
物⼼豊かな社会を実現する

各 事 業
HRテック  /  マーケティングDX  /  オペレーションDX

企業ミッションの実現に向け
「HR」「レベニュー」「コスト」

3領域で“デジタル化促進”に寄与する事業を展開

ギブリーは、Give＆Giveの精神とテクノロジーで時代のニーズに合わせ最速でサービスを提供し、
「⽇本再⽣に寄与し、物⼼豊かな社会を実現する」ために、⼈の成⻑、会社の成⻑、社会の成⻑を⼿助けする
企業になるべく社会に貢献します。

6
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事業部⾨のご紹介

7

テクノロジー⼈材の「採⽤‧育成」を⽀援

プログラミングスキルの
可視化を基盤とした

あらゆる組織の「⾶躍的な事業成⻑」を⽀援

データ基盤を活⽤したプロダクト群で
「業務変⾰‧事業モデル転換」を推進

する

マーケティングDX⽀援サービス エンジニアHRプラットフォーム

デジタルオペレーションによる
「⽣産性向上」を⽀援

法⼈GAI Powered by GPT-4∕AI-FAQ∕
AI-チャットボットを展開

AIによる社内DX推進サービス

組織の意思決定⼒と実⾏⼒を⾼める
オペレーションを テクノロジースキルを経営資源にデータ利活⽤をあらゆる組織と
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当社が取り扱う⽣成AI関連サービスのラインナップのご紹介

プロフェッショナルサービス プロダクト

⽣成AIの業務活⽤⽀援を、ワンストップでご提供しています

法⼈向けChatGPT活⽤
プラットフォーム

⾏政機関向けChatGPT
活⽤プラットフォーム

プロンプト⽀援研修‧育成⽀援
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0２ ⽣成AIマーケットの現状
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法⼈における⽣成AIの利活⽤の状況

様々な企業が積極的に⽣成AIを導⼊し、業務やサービスへの導⼊を始めている

日本経済新聞： https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC168S60W3A011C2000000/（左）,https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC161IB0W3A011C2000000/（中央）,https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC184VY0Y3A011C2000000/（右）

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC168S60W3A011C2000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC161IB0W3A011C2000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC184VY0Y3A011C2000000/
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OpenAI Devday｜2023.11.06 Microsoft Ignite｜2023.11.15

● GPTs/GPT Builder
● Assistants API
● GPT-4 Turbo（128K）
● ファイル読み込み機能

● Copilot Studio
● Model as a Service
● Azure AI Studio
● Microsoft Fabric （GA）

ビッグテックは次々と新しい技術を公開
技術進化の展望をもって、実現可否と実⽤性を⾒極めることが重要 

⽇々進化する⽣成AI技術

Open AI：https://devday.openai.com/ Microsoft：https://ignite.microsoft.com/en-US/home

https://devday.openai.com/
https://ignite.microsoft.com/en-US/home
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業務‧ビジネスにおける⼀般的なChatGPTの活⽤例

⽰唆の提⽰ 関数やプログラミング 意⾒やアイデアの壁打ち

メルマガの⽣成 ⼀般的な情報収集 会議のアジェンダづくり

要約 マニュアル∕FAQ⽣成 翻訳
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業務‧ビジネスにおける⼀般的なChatGPTの活⽤例｜要約

要約

3500⽂字の議事録を
500⽂字未満に要約する

■ ⼈間だと20-30分かかる

■ ChatGPTだと
2分で作業が完了
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業界別のChatGPT利⽤状況①

全体 鉱業
建設 製造 情報通信 運輸 卸売

⼩売
⾦融
保険 不動産 飲⾷店

宿泊
医療
福祉

教育
学習⽀援 官公庁

68.8

15.4

70.8

12.4

75.6

19.2

88.4

32.8

66.7

9.5

73.0

14.3

73.1

13.5

72.7

12.7

52.2

1.4

59.6

11.5

75.2

15.2

68.9

17.5

出展：NRI「インサイトシグナル調査」 調査期間：2023年6⽉3⽇〜6⽉4⽇ 調査⽅法：インターネット
有効回答数：3,161⼈ 調査対象：関東1都6県（茨城、栃⽊、群⾺、千葉、埼⽟、東京、神奈川）の満15〜69歳の男⼥個⼈

認知率68.8%に対して「利⽤したことがある」が15.4%と徐々に浸透してきている

認知率
利⽤率
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業界別のChatGPT利⽤状況②

全体
鉱業
建設

製造 情報通信 運輸
卸売
小売

金融
保険

不動産
飲食店
宿泊

医療
福祉

教育
学習支援

官公庁

68.8

15.4

70.8

12.4

75.

19.2

88.4

32 8

66.7

9.5

73.0

14.3

73.1

13.5

72.7

12.7

52.2

1.4

59.6

11.5

75.2

15.2

68.9

17.5

出展：NRI「インサイトシグナル調査」 調査期間：2023年6月3日～6月4日 調査方法：インターネット
有効回答数：3,161人 調査対象：関東1都6県（茨城、栃木、群馬、千葉、埼玉、東京、神奈川）の満15～69歳の男女個人

認知率

利用率

実際に使いこなせている⼈は

5%未満に留まると想定
※弊社、ユーザーリサーチより

認知率68.8%に対して「利⽤したことがある」が15.4%と徐々に浸透してきている
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なぜ社内導⼊をしても利活⽤が進まないのか？
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利活⽤の課題例①｜プロンプトエンジニアリングの難易度

#命令書
あなたは優秀な営業アシスタントです。商談を成⽴させるために議事録を読み取り、次に顧客にヒアリングすべきことを提⽰してください。
以下の制約条件に従ってください。

#制約条件
‧議事録内で解決していないと考えられるポイントをヒアリング項⽬として⽣成し追加
‧議事録の⽂脈に沿って予算⾯に関するヒアリング項⽬を必ず追加
‧議事録の⽂脈に沿って決裁⽅法や決裁フローを確認するヒアリング項⽬を必ず追加
‧議事録の⽂脈に沿ってニーズを更に明らかにするヒアリング項⽬を必ず追加
‧議事録の⽂脈に沿っていつサービスを導⼊したいと考えているかを明らかにするヒアリング項⽬を必ず追加
‧架空の表現や⾔葉を使⽤しない。
‧⽂章中の数値には変更を加えない。

#⼊⼒する⽂章
[要約する⽂章を⼊⼒]

#出⼒形式
作成したヒアリング項⽬を質問⽂の形式で出⼒
箇条書きで出⼒
できる限り⼊⼒された⽂章を引⽤し、⽂章量を多くして出⼒
なるべく枕詞を多く使い直接的な表現を避け、⽂章量を多くして出⼒

例えば以下のような営業⽤のプロンプトを毎回ユーザーが考えて記載することは
実運⽤を考えると難易度が⾼いと考えられる
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MBSニュース：https://news.yahoo.co.jp/articles/a40e02518a327e67c1a1989606d766f2c9165fdb CNET Japan：https://japan.cnet.com/article/35205061/

GPTの特性上、間違った内容を正しいように返し、
ユーザーを誤認させてしまうリスクが問題視されている

利活⽤の課題例②｜間違った情報を返す「ハルシネーション」のリスク

https://news.yahoo.co.jp/articles/a40e02518a327e67c1a1989606d766f2c9165fdb
https://japan.cnet.com/article/35205061/
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03 ⽣成AIを利活⽤するには
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⽣成AI利活⽤に向けての3つのステージ

ステージ1

検証とリスク対策

ステージ2

利活用方針の

具体化

ステージ3

業務への応用

ステージ3まで⾒据えなければ“活⽤”は困難

現時点は多くの企業が

こちらのステージ

20
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⽣成AI利活⽤に向けての3つのステージ｜詳細

検証とリスク対策

利活用方針の具体化

業務への応用

情報セキュリティ対策
（オプトアウト、組織管理など）

API利⽤のSaaSを活⽤した
ChatGPT利⽤

コンプライアンス対応

社内ポリシーの策定など

社内データの活⽤
ハルシネーションへの対策

RAG‧Finetuningなどの技術を活⽤
UI/UXの最適化

エンドユーザーへの教育
（プロンプトエンジニアリング

データクレンジングなど）

社内研修や外部コンサルの導⼊

⽣成AIファーストの
オペレーションシステム‧

新規サービスの創出

⾃社業務を前提とした
LLMOps‧データ基盤構築

‧AIオーケストレーション開発

技術的発展への速やかな適応
⾼度AI⼈材‧デジタル⼈材の教育

内外部のプロフェッショナル⼈材を
垣根なく取り⼊れる専任チーム組成

技
術
的
障
壁

技
術
的
障
壁

ステージ1

ステージ2

ステージ3

技術

技術

技術

運⽤‧教育

運⽤‧教育

運⽤‧教育

21 
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⽣成AI利活⽤のステージ2に進むための技術⾯、運⽤‧教育⾯のアプローチ

22
ステージ2

RAGについて解説

⼈材教育とプロンプトエンジニアリングについて解説

利活用方針の具体化

社内データの活⽤
ハルシネーションへの対策

RAG‧Finetuningなどの技術を活⽤
UI/UXの最適化

エンドユーザーへの教育
（プロンプトエンジニアリング

データクレンジングなど）

社内研修や外部コンサルの導⼊

技術

運⽤‧教育
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RAG｜Retrieval Augmented Generation 
について 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利活⽤を進めるための技術的アプローチ 〜RAG〜

GPTが正しい情報を参照することで、 "意図する回答"を引き出せるように

回答⽣成

GPT知識データベース

・・・

⾃社データ参照により ”意図する回答⽣成” が可能！

RAGとは、ＧＰTの外部にあるデータを活⽤する仕組み

RAG（Retrieval Augmented Generation）FYI

⾃社データをプロンプトに挿⼊する※イメージ

●●について教えてください。

以下のデータを参照し回答します。
- xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
- xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

ユーザーからの⼊⼒⽂

⾃社データ
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⾃社データ連携より広がるChatGPT活⽤

25

業界 ⾃社で保有するデータ GPTで応答ができることの例

メーカー ⾃社サービス情報、商品在庫 / 製造
情報、よくあるFAQデータ etc

「保証期間内の製品に初期不良があったので問い合わせ⽅法を教えて」
「製品品番◯◯が製造中⽌になったので類似製品を教えて欲しい」

⼈材 求職者情報、求⼈情報、企業情報、
マッチングデータ etc

「AQSクラウドでPythonとmySQL開発を⾏う為、必要となる⼈材の詳細
をデータベースからリストアップしてください」
「以下の要素を組み込んで、求⼈表を1000⽂字以内で書いてください」

⾦融

業務マニュアル、⾦融商品情報、
顧客情報、貯⾦‧融資等情報、
賃⾦‧資⾦決済‧資⾦移動情報、
暗号資産情報 etc

「⼝座開設の⼿続きを教えて欲しい」
「⾦融サービスの情報を⾒たい」
「資産運⽤したいので上場投資信託のなかから最適な組み合わせを提案
して」
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RAG の現在地

上位ほとんどが、「コーディング」か「RAG」での活⽤

26

コーディング

コーディング

コーディング

RAG

RAG

RAG

“RAG” は

正確で有益な回答を得る

肝となる存在

RAGの重要性に気づき始めた企業が徐々に取り組みを開始

1,500⼈のプロフェッショナルにChatGPTの活⽤⽤途を調査

⽇経クロステック：https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/02640/111300002/

Retool「State of AI Report」：https://retool.com/reports/state-of-ai-2023

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/02640/111300002/
https://retool.com/reports/state-of-ai-2023
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進化するRAG

第1世代

第2世代
第3世代

RAGも⽇々進化をしている （※当社は第3世代の技術を実装済）
最低でも 『⽂脈理解』 ができないと、意図する回答を引き出すには⾄らない

特徴
● 基本的なキーワード検索とベクトル検索 
● 検索結果の⽂脈をキャプションとして取得

⽬的
● 検索結果を基にした初歩的なテキスト⽣成 
● 単純な情報検索のニーズに対応

メリット
● 単純なアプローチで実装が容易 
● 基本的な検索ニーズに対応可能

デメ
リット

● 検索精度が低く、関連性が低い情報の取
り込みがある 

● ハルシネーションのリスク

特徴
● キーワード検索前のデータ加⼯

（Chunk化など） 
● 検索精度の向上を⽬指した事前処理

⽬的
● 関連性の⾼い情報の抽出によるテキスト

⽣成の質の向上 
● 検索精度の改善

メリット
● 検索精度の向上による情報の質の改善 
● ⼤規模な検索対象にも対応可能

デメ
リット

● 事前データ加⼯による複雑さ 
● 最適な加⼯⽅法の⾒極めが難しい

特徴
● 検索結果の⽂脈理解と再順位付け

（Rerank） 
● 精度の⾼い情報の絞り込み

⽬的
● 検索結果の精度と関連性をさらに向上 
● ハルシネーションのリスク低減

メリット
● 深い⽂脈理解による精度の⾼い情報抽出 
● ⽣成されるテキストの関連性と精度向上

デメ
リット

● 再順位付けのプロセスの複雑さ 
● 計算コストの増加
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1 Azure Cognitive Search： ハイブリッド検索とランキングでベクトル検索を上回る

独⾃データ検索の精度は、“使⽤技術によって⼤きな差”が⽣じる。

28

データ検索の精度に関して｜Hybrid + Semantic Ranker

RAG（AIに回答の根拠を与える検索）の検索結果において、

「Hybrid + Semantic Ranker」が

最も⾼いクオリティの検索結果を得た¹と発表

マイクロソフト社による、データ検索による回答精度⽐較データ検索技術の重要性Tips

           では、最も精度の⾼い

当社の使⽤技術FYI

「Hybrid + Semantic Ranker」を使⽤

https://techcommunity.microsoft.com/t5/azure-ai-services-blog/azure-cognitive-search-outperforming-vector-search-with-hybrid/ba-p/3929167
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人材教育とプロンプトエンジニアリング 
について 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プロンプトエンジニアリングとは

⾃然⾔語を⽤いる対話型AIに対して
精度の⾼いアウトプットを得るための技術

ChatGPTを使いこなすテクニックや情報リテラシーを⾼めることで
より精度の⾼い業務効率化を実現することができる

プロンプト
テクニック

情報/データ
リテラシー

構造化⼒
論理的思考
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プロンプトエンジニアリング学習の現状

2023年度の新⼊社員研修では、
プロンプトエンジニアリングは専⾨的な領域として扱われている

2023年度の新卒研修のデジタル（IT/DX）領域の実施
について、当てはまるものを選んでください

‧全ての項⽬において25％未満

‧リテラシー、活⽤という総合的に求めら
れる項⽬が相対的に⾼い

‧プロンプトエンジニアリングは他の専⾨
的な項⽬と同程度の割合となっている

‧業務レベルではソフトウェア開発が最も
⾼いが、全体の3.5%

当社調べ：新入社員研修のデジタル（ IT DX）領域への対応に関する意識・実施調査（ 2023年）

https://tracks.run/download/wp-n15/
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プロンプトエンジニアリング学習の今後①
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技術発展によりエンドユーザー⼀⼈ひとりが
プロンプトエンジニアリングを学ぶ必要性は⻑期的に減少すると予測

AIの能⼒向上

⾃然⾔語の理解⼒、コンテキスト認識⼒、
推論能⼒が継続的に進化

曖昧な⼊⼒からも
最適な回答を得られるように

インタラクティブなUX

ReAct（Reasoning and Acting）や
ユーザーが保有するデータとの連携により
AI側からユーザーにタスクを⽰唆するUX

ユーザーが求める実⾏を
AI側から⽰唆するように

プロンプト⾃体の⾃動⽣成

プロンプト⾃体をAIが⽣成

ワークフローの提⽰‧指⽰をすると
システム側で動くプロンプトが

⾃動⽣成されるように

エンドユーザーが適切な回答を得るためにプロンプト⾃体は必要だが
全ユーザーがプロンプトエンジニアリングを⾝につける必要性は少なくなっていく
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プロンプトエンジニアリング学習の今後②

⼀⽅で、専⾨的‧限定的なシチュエーションにおいては
以下の2つの観点においてプロンプトエンジニアリングは必要

コストコントロールの観点 RAG∕データ連携における精度向上の観点

⽣成AIモデルの多くは、⼊⼒と出⼒の際にトークンが使⽤される。
プロンプトを効率的に設計することにより、不必要なトークンの使
⽤を避け、結果としてコストを削減することが可能に。

RAGを⽤いる場合、プロンプトは外部の情報源からの情報を効果的
に取得するためのキーワードやクエリとして機能。
プロンプト次第で、関連性の⾼いデータを引き出しや結果の精度が
変動。

システム全体をコントロールする⼈材には、⾼度なプロンプトエンジニアリングが求められる
業界知識‧業務知識をもつ⼈材がプロンプトエンジニアリングを習得することが重要
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⽣成AIがDX推進を担う⼈材とそのスキルに与える影響

ビ
ジ
ネ
ス

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

AI
開
発

LEVEL1
業務の効率化

LEVEL4
LLM開発

LEVEL2
アプリ開発

職種 AI活⽤度 具体的な⼿法

In-Context
Learning

Fine
Tuning

LLM開発

必要な独⾃データ
コンテキスト量 AI精度向上スキル

プロンプト
エンジニア

リング

AI
エンジニア

リング

仕事内容

Work with GPT
AIを活⽤した

⽇常業務

Integrate with 
GPT

AIを活⽤した
ソフトウェア開発

Build X-GPT
独⾃モデル

への拡張

市場価値の変化

‧ビジネスドメイン知識（専⾨性）
‧プログラミング的思考
‧課題発⾒解決⼒
‧デザイン思考、共創⼒

‧アーキテクト⼒
‧コードリーディング⼒
‧アジャイル、チーム開発⼒

‧マッシュアップ⼒
‧GAI関連知識‧機械学習知識
‧テキストマイニング、画像処理など
‧データサイエンス⼒
‧ビジネスドメイン知識

‧クラウドサーバ、インフラ
‧データサイエンス⼒
‧形態素解析、画像解析
‧機械学習⼒（ディープラーニング）
‧アルゴリズム⼒

少

多

市場価値の変化AIを活⽤した働き⽅の変化

Code with GPT
AIを活⽤した

開発業務

Build LLM
独⾃モデル

の開発

LEVEL3
GPT開発
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04 “AI”による「業務効率化」の変遷



Copyright © Givery, Inc. All rights reserved.

“AI”による「業務効率化」の変遷

36

管理者主導

〜2022年

‧機械学習
‧⾃然⾔語処理

『Use AI』

‧チャットボット
‧RPA
‧OCR

AIが指⽰通り動く
「ルーティン作業を実⾏」

「データセットが必要」
「適応範囲は限定的」

主な技術

ツール

特⻑

制約

AI協働

2024年〜

『With AI』

‧RAG
‧ReAct

‧主体的なAI

AIが⾃ら⽰唆する
「⾃発的に作業を実⾏」

「⼤量データを取り扱える
基盤が必要」

ユーザー主導

2023年

‧Generative AI
‧GPT

『Use GAI』

‧ChatGPT
‧LLM

AIが指⽰に対して⼯夫する
「⾮定型作業を実⾏」

「プロンプトが必要」
「GPTの精度に依存」
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思考‧⼯夫が必要な
複雑な業務

単純化された
ルーティン業務

“AI”による「業務効率化」の変遷

37

仕事を作る

タスクを作る

最終化＆確認

AIやツールがワークフローの根本をアップデートする

〜2022年 2023年 2024年〜〜2010年代
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⽣成AI導⼊が進みやすい領域

商品開発 購買 ⽣産 物流 販売 サービス

IT
⼈事‧広報

IR‧監査
財務‧経理

経営企画

従業員数の多い組織 体系化されている業務 ドキュメントを扱う業務

ひとつの業務フローが変⾰すると
全従業員の業務が⾃動化される

例：全国的に配置されている営業

体系化されたナレッジを
平準的に取り扱うことができる

例：画⼀的な問い合わせ対応をする
ヘルプデスクやバックオフィス

⽣成AIのドキュメント⽣成能⼒を
活⽤することで業務が⾃動化される

例：報告書の作成、議事録要約、
対外的な発信物を作成する部⾨

バリューチェーンにおいて垂直的∕⽔平的に活⽤できるポイントを⾒つけることが重要
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⽣成AI導⼊が進みやすい企業とそうでない企業の⽐較

⽣成AI導⼊が進みやすい企業 ⽣成AI導⼊が進みづらい企業

イノベーションへの姿勢

⼈材とスキル

リーダーシップ

組織の柔軟性

データの保持と活⽤

クラウドへのアクセス

経営者が競合優位性の創出のためにチャレンジをする

先端技術に知的好奇⼼と当事者意識を持ち
サプライチェーン‧オペレーションを

変えようとする⼈材がいる

経営者⾃ら⽣成AIを触り活⽤可能性を⾒出す
リスクと創出価値のトレードオフを

スピーディに⾒極め⾏動に移す

技術への知的好奇⼼が⾼い⼈材を
積極的に登⽤し評価する

⽣成AIをスピーディに活⽤するための
体系的なデータセットを保有している

セキュリティやガバナンスに留意しつつ
クラウドの活⽤に積極的

中⻑期的なチャレンジに対しては、リスクを取るより
旧態依然とした現⾏の改善にのみ終始する

適切なスキルや専⾨知識を持つ⼈材がいない

アサインしたチームに任せて
経営者⾃らは⽣成AIを触らない

中間管理職は積極的な調査‧実⾏をしない

フィットした⼈材を⾒つけてもアサインしない
アサインしたとしても⼈材の評価に紐づかない

構造化にコストがかかるデータが中⼼となっている
データはあっても権限の整理ができていない

クラウドの活⽤⾃体に保守的
クラウドの活⽤が不可能な領域
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営業が｢⽣成AI集中特訓｣で得た実感。
質問のテンプレ作成し､400時間の業務削減も。

● 複数部⾨のGAIコンサルティング（活⽤⽀援）と⼈材育成（研修）
  

営業/マーケティング/経営企画/財務経理/内部監査/広報/経営管理/法務/製品開発/⽣産/
品質保証/⾷品研究/などの活⽤⽀援（伴⾛型技術指導）＆研修で⽀援

● 各部⾨での質問テンプレート作成で幅広い業務削減
    

各プロジェクトで削減効果を実感

取り組み内容＆効果

詳細事例紹介ページ

東洋経済オンライン：https://toyokeizai.net/articles/-/689597

当社お客様の事例①

https://toyokeizai.net/articles/-/689597
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最新導⼊から1か⽉で⾮定型業務の品質が⼤幅に向上。
新⼊社員研修を、社内のAI活⽤推進のきっかけに。

● 教育コストの削減
  

   AIがサポートしてくれることで、先輩社員のメンタリング⼯数が削減。
  また、新⼊社員発のGPT活⽤アイディアも⽣まれる。

● ⾮定型業務の品質が⼤幅に向上
    

   導⼊1か⽉で、ブレインストーミングなどの品質が⼤幅に向上。

詳細事例紹介ページ

効果

当社お客様の事例②


